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①水没地域にお住まいの方々の生活再建に引き続き最優先で取り組むこと。

 家屋移転については地域の皆様のご理解・ご協力により全３３戸の移転が完了。
 令和元年度においては、公共施設関係の移転として大洲市と引き続き移転時期などを協

議中であり、現時点で７戸のうち１戸が完了。
 また、県道小田川辺大洲線の付替道路については、全6.2kmの内、0.8kmで13％が進捗。
 見の越トンネルのルート変更や急峻な現場条件、自然由来の重金属等が検出された影響

もあるものの、地域の方々のご理解・ご協力を頂きながら、生活基盤の整備の再建に全
力を努めて参りたい。

 公共施設移転の写真

付替県道見の越トンネル坑口（終点側）
施工中（令和2年5月）

今後移転を予定してる公共施設（岩谷自治センター）
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 平成30年７月豪雨では、工事箇所周辺や下流の肱川町における被災に伴う復旧のため、工事を一部・一時
中止していたところ。

 工事の中止等に伴う工程への影響があるため、工期短縮等について検討しているところ。
 生活再建に向けた対応として県道小田河辺大洲線の付替道路整備を推進しているところ。
 特に、上鹿野川地区では愛媛県施工の鹿野川トンネルも計画的に整備されており、一次切替区間を供用す

るため、上鹿野川第一橋梁などの整備を進めているところ。
 また、新入船橋の施工に必要な工事用道路について下敷水地区で進める等、ダム完成に向け着実な事業推

進を図っているところ。
 今後も現場条件が悪い箇所での施工が続くが、早期完成を目指すとともに、コスト縮減の検討を引き続き

続ける。

②平成30年7月豪雨等の影響により、付替県道工事に遅れが生じ、工期的に厳し
い状況であるが、地域の情勢を考慮し、早期効果発現に努めること。

③急峻な地形・脆弱な地質で設計・施工面において非常に厳しい現場状況である
が、肱川緊急治水対策に位置づけられた令和８年度の完成に向け、引き続き安
全に配慮しつつコスト縮減及び工期短縮に努めること。

上鹿野川第1橋 施工中（令和2年5月）新入船橋工事用道路 施工中（令和2年5月）
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④気候変動の影響を考慮した効果的なダム運用等の可能性について検討を進め
ること。

 平成30年7月降雨や令和元年の関東・東北豪雨など、気候変動により激化する水害の
状況踏まえた検討を引き続き進めていく。

 加えて、令和元年10月には「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言が、令和
２年７月には「気候変動を踏まえた水害対策のあり方」答申が出されるなど、水害
対策に関する方向性などが見直されており、全国的な動向を注視しながらの検討を
行っていく。


